1st Class 競技規定

1：タスク

タスクは次のものとする．基本的に平均速度を競うタスクとする．

a) アウト＆リターン

行きと帰りがほぼ同じコースになり，ゴールがテイクオフポイントの近くにあるもの．

b) サーキットコース

3ヶ所以上，8ヶ所以下のパイロンで設定されたコースを周回するもの．

(ただし，ゴールパイロンは除く．)

c) a)と b)の組み合わせ

d) その他

2：タスクの発表

競技タスクは参加選手の技能に応じたものとする．

タスクは，気象条件等により競技開始前にブリーフィングで競技委員長が発表する．

また，同時に公式掲示板にもタスクを発表する．

発表する項目は月日，タスク，パイロン，フライト距離，ミニマム距離(パイロン)，ゲートオープンタイム，ゲートクローズタイム，デパーチャーオープンタイム，デパーチャークローズタイム，タスクフィニッシュタイム，タスクレポートタイム，スタート方式，テイクオフ方式，指定旋回方向とする．

3：ミニマム距離

ミニマム距離は6kmとする．

4：タスク距離

タスク距離は，ミニマム距離の3倍以上に設定する．

5：競技開始時間

選手は，ゲートオープン時間からゲートクローズ時間の間に競技を開始する．

なお，ゲートオープン時間以前の競技フライトはできない．

また，ゲートクローズ時間以降の競技フライトするためのテイクオフもできない．

6：テイクオフ方式

テイクオフ方式はフリーテイクオフとする．

ただし，テイクオフディレクターの指示に従うこと．

7：フリーテイクオフ

選手の好きなときにテイクオフする．

・ゾーン方式

“セットアップゾーン”

1．グライダーは役員の指示があるまでセットアップしてはならない．

また，セットアップエリアが狭いので選手同士協力してセットアップし，競技役員の指示に従い，機体を整列させること．

2．セットアップゾーンの出口が混雑している場合，選手はフライヤー精神にのっとり，譲り合いの気持ちでスタンバイゾーンの列に並ぶこと．

“スタンバイゾーン”

1．スタンバイゾーン内は1列になり，先頭の選手から順次テイクオフゾーンに進むこと．

2．スタンバイゾーン内の全ての選手がテイクオフゾーンへの進入を拒否した場合，このゾーン内にとどまることはできるが，定員が超過した場合は，超過人数だけ順次テイクオフゾーンに進むこと．

3．スタンバイゾーン内の全ての選手がとどまっていたが，テイクオフゾーンへの進入希望者が出た場合，先頭よりその選手までが，順次テイクオフゾーンへ進むこと．

4．スタンバイゾーンの列がセットアップゾーンまで伸びた場合は，セットアップゾーン規定2に従う．

“テイクオフゾーン”

1．テイクオフゾーン内に入るには，スタンバイゾーンを通過すること．

2．テイクオフゾーン内は1列になること．

3．前の選手がテイクオフしてから，次の選手は，2分以内にテイクオフすること．

4．テイクオフゾーンで1度もフライヤーが複数にならなかった選手は，フリーテイクオフとなるが，複数になった時点から2分以内にテイクオフすること．

5．何らかの事由によりゲートクローズになった場合，先頭の選手は，ゲートオープン後2分以内にテイクオフすること．

※上記ゾーン規定を守らない選手は失格とすることがある．

8．フライト記録写真

選手自身により，テイクオフからランディングまでを一連のフィルムに収める．

(1) 機体等のエントリーNo.を撮る．

(2) 日付ボードまたはタスクボードを撮る．

(3) パイロンを撮る．

(4) ランディング後その場所がわかる写真を撮る．

(5) リフライトを行う選手は，テイクオフ前にリフライト申告ボードを撮る．

9．リフライト

リフライトは何度してもよいが，リフライトをする選手はリフライトの前に指定のリフライト申告ボードを撮影すること．

ただし，その競技の最終フライトが得点対象となる．

10．パイロンの確認

パイロンの確認は，パイロット自身により空中セクター(上下の角度は危険でない限り問わない)から撮影されたパイロン写真による．

a) セクター：パイロンのある明確な点(パイロンポイント)への進入方向と離脱方向との延長戦の二等分線を中心として左右へ45°に開いた扇状でパイロンのその点を中心として半径1km以内の範囲を言う．

b) パイロン：写真の上下関係は一連の方向性を保つこと(逆さ写真にならないこと)．

テイクオフ前にデパーチャーポイントを撮った場合，セクター内であれば有効とする．

ただし全てのテイクオフポイントがセクター内であること．また，パイロンおよびゴールも安全のためセクター内であれば着地後にパイロンポイントを撮影してもよい．

デパーチャーポイントおよびゴールのセクターは，最初(最後)のパイロン(またはデパーチャーポイントおよびゴール)とを結ぶ直線の延長戦の45°，1km以内．ただしテイクオフポイントとデパーチャーポイントが遠く離れている場合は，異なる方向からテイクオフしてくる場合を除き，デパーチャーポイントのセクターは上記a)に準ずる．

11．ゴール

ゴールは，ゴールパイロンとする．

ゴールパイロンはセクター内から撮影し，指定された場所に着地する．

12．アウトサイドランディング

最初に身体の一部が接地してから安全に停止するまでの全軌跡がインサイドゾーンにある場合，インサイドランディングとする．

それ以外の選手は，全てアウトサイドランディングとする．

13．着地点証明

着地点証明が必要な場合，できる限り着地の瞬間を目撃し，証明ができる人に証人になってもらうこと．

なお，証人は大会役員が一番よいが選手・関係者・第三者でもよい．

14．競技終了報告

1．その日の競技参加受付を行った選手は，締め切りの時刻(タスクフィニッシュタイム)までに安全確認のため大会本部へ自分が安全に着陸したことを報告すること．

2．この時間は原則としてタスクが十分にこなせるだけ遅く設定する．

3．指定した時間まで連絡がない場合は，そのフライトを失格または，大会失格となることがある．

15．競技記録提出

その競技の得点を得るためにフィルム(現像済みのもの)および，所定のフライトレポートを指定された締め切り時刻(タスクレポートタイム)までに大会本部に提出すること．

この時刻は，原則として設定されたタスクを考慮し，競技終了報告締切時間より十分余裕を持った時刻とする．

16．時間の計測

飛行時間はスタートからゴールまでを計測し，秒単位とする．しかし，カメラのバックアップなどの秒単位表示がないものを計測に用いる場合は，分単位とする．

a) スタート時間：スタート時間は，選手が最終的に両足がランチャー台(地面)から離れた時，あるいはデパーチャーポイントを適切な空中セクターから写真を撮影した時とする．

また，エアスタートの場合は，あらかじめ役員が指定した時間としてもよい．

デパーチャーポイントを撮ってスタートの場合，ゲートオープン時間内でデパーチャーオープン時間，デパーチャークローズ時間を設定すること．

b) ゴール時間：ゴールパイロンを適切な空中セクターから写真撮影した時とする．

17．距離の測定

国土地理院発行の5万分の1または2万5千分の1の地図にて計測し，100m以下の単位で計測をする．

ゴールした選手のフライト距離は，テイクオフから各指定パイロン間，そしてゴールまでの距離を加算した距離である．

距離の測定は，テイクオフポイント－デパーチャーポイント－パイロン－ゴールの合計．

アウトサイドランディングは認めない．

最終確認をされたパイロンまでを飛行距離とする．

※距離補正をするのは，メインL.D.およびサブL.D.のみ．

18．写真判定

写真判定は競技委員長が行う．

記録写真に選手のミスがある場合は減点する場合がある．重大なミスがある場合は，その写真を認めないか，そのフライトを0点にする．

19．得点計算

得点は，ディスタンス得点(DP)とスピード得点(SP)との合計にフライトの有効計数(RVF)を掛けたものとする．ただし，RVFが0かマイナスの場合はそのフライトは不成立になる．

また，RVFの最大値は1とする．なお，スピード得点はタスクをこなしてゴールした選手のみに与えられる．

フライト得点(FP)＝(DP＋SP)×RVF

DP＝{900－700×(Nf／Nto)0.5}／Dmax×D

SP＝700×(Nf／Nto)0.5×{Tmin／T}3＋100

RVFは

RVF＝1＋(20km以上飛んだ人数－ミニマム以下の人数)／参加人数

RVF＝最長距離／30

のいずれか小さい方とする．ただし，最大値を1とする．

ただし，

Nf：ゴールした選手数

Nto：そのフライトに参加の意思表示をした選手数

Nh：ミニマム距離を越え，なおかつ最長距離の半分以上飛行した選手数

Nb：ミニマム距離を越えなかった選手数(テイクオフをしなかった選手も含む)

D：本人の飛行した距離

Dmax：最長距離

Dt：設定されたタスク距離

Tmin：最短フライト時間

T：本人フライト時間

大会主催者は，ミニマム距離を越えなかった選手のDを，次のいずれかより選択しなければならない．

a) D＝本人の飛行した距離

b) D＝ミニマム距離×0.5

ただし，本人の飛行した距離が0の場合には得点を与えない．

2nd Class 競技規定

1：タスク

タスクは次のものとする．基本的に滞空時間を競うタスクとする．

a) デュレーション

b) その他

2：タスクの発表

競技タスクは参加選手の技能に応じたものとする．

タスクは，気象条件等により競技開始前にブリーフィングで競技委員長が発表する．

また、同時に公式掲示板にもタスクを掲示する．

発表する項目は月日，ゲートオープンタイム，ゲートクローズタイム，スタート方式，テイクオフ方式，指定旋回方向とする．

3：競技開始時間

選手は，ゲートオープン時間からゲートクローズ時間の間に競技を開始する．

なお，ゲートオープン時間以前の競技フライトはできない．

また，ゲートクローズ時間以降の競技フライトするためのテイクオフもできない．

4：テイクオフ方法

テイクオフディレクターの指示に従い，指定された順序でテイクオフする．

※上記の規定を守らない選手は失格とすることがある．

5：リフライト

リフライトは何度してもよいが，リフライトする選手はリフライトの前にリフライト申告をすること．

ただし、全フライトのうち最も滞空時間の長い一本のみが得点対象となる．

6：アウトサイドランディング

最初に身体の一部が接地してから安全に停止するまでの全軌跡がインサイドゾーンにある場合，インサイドランディングとする．

それ以外の選手は，全てアウトサイドランディングとする．

アウトサイドランディングは，得点対象外とする．

7：着地点証明

着地点証明が必要な場合，できる限り着地の瞬間を目撃し，証明ができる人に証人になってもらうこと．

なお，証人は大会役員が一番よいが選手・関係者・第三者でもよい．

8：競技終了報告

1．その日の競技参加受付を行った選手は，締め切りの時刻(タスクフィニッシュタイム）までに安全確認のため大会本部へ自分が安全に着陸したことを報告すること．

2．この時間は原則としてタスクが十分にこなせるだけ遅く設定する．

3．指定した時間まで連絡がない場合は，そのフライトを失格または，大会失格となることがある．

9：時間の計測

飛行時間はスタートからゴールまでを大会役員が計測し、分単位とする．

a) スタート時間：スタート時間は，選手が最終的に両足がランチャー台(地面)から離れた時とする．

b) ゴール時間：選手が安全にインサイドランディングした時とする．アウトサイドランディングは認めない．

10：得点計算

得点は，以下の式により計算される．

フライト得点(FP)=FFPmin＋(FFPmax－FFPmin)＊{(T－Tmin)／(Tmax－Tmin)}2
ただし，

FFPmax：1st Class最高フライト得点

FFPmin ：1st Class最低フライト得点

Tmax：2nd Class最長フライト時間

Tmin：2nd Class最短フライト時間

T：本人フライト時間

